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TICAD9 AFRECO 

 

はじめに 

 

TICAD9は、2025年 8月 20日－22日に横浜で「革新的な課題解決の共創、アフリカと共に」というテ
ーマで開催された。 

TICADの 30年を超える歴史を振り返ると、日本は常にアフリカの国々と同じ目線でパートナーとして
開発に取り組んできた。その間にアフリカの国々から求められることも随分と様変わりしたと感じる
し、支援の時代は過ぎ投資の時代に入ったと感じることも多い。今回の TICADでもビジネスの交流が
盛んで、300を超えるMOUが結ばれたということだ。それでも、そのビジネスを支え持続可能な成功
に導くためには、基礎インフラ、基礎教育、そしてアフリカの誰にでも届く基本的な医療サービスがま
だ十分とは言えない。一般社団法人アフリカ開発協会は、TICAD9で医療と基礎教育に関する２つのセ
ミナーを開催したが、いずれもほぼ満席で興味の高さがうかがわれた。ビジネスだけでは、日本はまだ
アフリカの良いパートナーと言えないのかもしれない。 

当協会の運営は、ありがたいことに、いろいろな分野の会員企業・個人によって支えられている。建設
関係、学術界、医療関係から、コンサルタント、金融関係、電力関係など本当に幅広い。ビジネス色が
益々濃くなった今回の TICADで、会員の皆様がアフリカで成功を収めるために、当協会の役割は二つ
あると認識を新たにした。 

一つは、会員企業・個人を横断的につなぐことだ。どんな分野の仕事も、その分野だけでアフリカへ進
出するのはハードルが高い。これは、今、開発を進める途上国に多くいえる事だが、がむしゃらに開発
をするだけでなく自然環境の維持・改善や格差是正など様々な課題を同時に解決しなければいけないか
らだ。当協会には、もっと会員同士をつないで「共創」を仕掛けることが求められているのかもしれな
い。 

もう一つは、会員の皆様がアフリカでのビジネスに十分打ち込めるように、基礎インフラ、基礎教育、
基本的な医療サービスの提供がアフリカ全土でなされるよう支援を促す活動をする必要があるという点
だ。これには会員企業の皆様からのご協力、ご支援も必要だが、政府への提言、働きかけも欠かせな
い。 

アフリカにおけるビジネスの展開支援と社会生活の改善推進を焦点に、記念すべき 10回目の TICADま
で力を尽くして参りたい。 

  

 

 

 

一般社団法人アフリカ開発協会 

会長 矢野 哲朗 
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TICAD9公式テーマ別イベント セミナー主催・共催・登壇 

【日・アフリカ共創で拓く健康と経済の未来：官民連携の最前線】 

8 月 20 日（水）10:00-14:10 展示ホール D S-03 

内閣府、内閣官房主催 

福永哲也参与登壇 

 

アフリカの保健課題解決に向けて官民が連携して問題解決
にあたっている例として、当協会がアフリカ開発銀行の助
成（Policy and Human Resource Development Grant）
を得て 9月からケニアで実施する予定の『Improving 
Medical and Healthcare Services with Mobile 
Technology ~ To Strengthen the Infrastructure for 
Medical Information』について、福永哲也参与が説明し
た。 

最初にアフリカ開発銀行の Education and Skills 
Development DivisionのマネージャーMs. Hendorina 
Dorobaからアフリカ開発銀行グループの説明やアフリカ

の保険システムに対する銀行の考え方などを解説。その
後、当協会福永参与から、当該企画はジョモ・ケニヤッタ
農工大学医学部をパートナーに会員企業の株式会社ジー・
キューブ、株式会社クニエと共に展開していき、4つの目
的を果たしながら課題、問題点を抽出、その上で政策・制
度への提言を行うことを発表した。（添付参考資料参照） 

本セミナーには、当該企画のアフリカ開発銀行担当者 Dr. 
Peter L. Ogwal Ogwangも参加しており、8月 23日に今
後の企画の進め方などを再確認できた。 

 

【アフリカにおける人間と自然の対立を監視するデジタル公共インフラ（DPI）と地域指

揮統制センター（CCC）】 

8 月 20 日（水）15:20-16:50 展示ホール D S-03 

ルサカ協定タスクフォース主催、一般財団法人リモートセンシング技術センター共催 

矢野哲朗会長登壇 

 

ケニアにあるCCCを中心に DPIを利用して、国境を越えて気候
変動や自然災害、野生動物との共存や密猟撲滅を協働していく企
画。この度、ケニア政府からCCC設立の要請が日本政府に発出
された。この過程で長く支援をしてきたのが、当協会会員のリモ
ートセンシング技術センター。ようやく具体化が進む見通しとな
り、そのお祝いの意味を込めてケニアの観光・野生生物省大臣
H.E.Ms. Rebecca Mianoを矢野哲朗会長が紹介。H.E.Ms. Miano
がケニア大統領閣下の基調講演も代読した。 
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【TICAD8から始まったアフリカ全土に裨益するチュニジアでの保健事業〜徳洲会、JICA

と共に 】 

8 月 21 日（木）12:40-14:10 展示ホール D S-10 

アフリカ開発協会主催、徳洲会グループ共催 

 

プログラム 

開会の挨拶（矢野哲朗会長） 

徳洲会メディカルグループ：歴史と国際支援プロジェクトのための哲学（東上震一理事長） 

TICAD8から始まったプロジェクトとその経緯（長谷川仰子事務局長） 

東レ・メディカル株式会社（医療用具輸出課 山﨑淳主任部員） 

第三国研修「アフリカ諸国のための心臓学・循環器学」 

（独立行政法人国際協力機構 (JICA) 原昌平理事） 

第三国研修一回目を終えて（湘南鎌倉総合病院 齋藤滋心臓センター長） 

アフリカ開発協会 その他のアフリカの国での活動について（長谷川仰子事務局長） 

  株式会社 SOIK（鵜飼朋子ビジネス開発マネージャー） 

  株式会社Warrantee（庄野裕介代表取締役） 

  株式会社ジー・キューブ（西村賢治代表取締役） 

閉会の挨拶（佐藤正明副会長） 

 

本セミナーは、神奈川県知事黒岩祐治氏、副知事首藤健治氏ご臨席のもと、ほぼ満席の状態で開催され
た。テーマは主に以下 3点。１）徳洲会グループの活動紹介 ２）アフリカ開発協会の活動紹介 ３）
JICA、徳洲会、アフリカ開発協会で協力、実現したチュニジアでの第三国研修報告。 

 

1） 徳洲会グループの活動紹介 

徳洲会グループは、故徳田虎雄創設者の「すべての人は
平等である」という考えを医療の現場でも実践し、いつ
でも、どこでも、誰でもが最高の医療を受けられる社会
を築くことを使命としている。 

日本国内のみならず世界 42ヵ国に医療支援を行い、ア
フリカ大陸では 17ヵ国に 171台の透析器を寄贈、透析
センターの運営も湘南鎌倉総合病院の小林修三院長を中
心に指導してきた。トレーニングそのものは、医療スタ
ッフ（医師、看護師、メディカル・エンジニア）を招聘

する場合もあれば、徳洲会グループの医師ほかがアフリカに赴く場合もある。 

その延長として 2018年からは、タンザニアのドドマ大学とベ
ンヤミン・ムカパ総合病院とで腎移植プロジェクトを展開して
きた。東京女子医大病院の協力も得てアフリカの医療スタッフ
による腎移植を成功させ、現在は移植センターをベンヤミン・
ムカパ総合病院に設立するプロジェクトが進んでいる。他にも
コンゴ民主共和国のキンシャサ警察病院への支援、レソト王国
のクィーンマムハト病院への支援など、枚挙にいとまがない。 

また本年、米国の Newsweek誌で、湘南鎌倉総合病院が日本の
最良病院の１つに選ばれた。 
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２） アフリカ開発協会の活動紹介 

アフリカ開発協会には TICAD Vの後、在京アフリカ大使やアフリカで活躍する医療従事者からアフリ
カ医療に関する様々な相談が持ち込まれるようになり、TICAD VIの際にサイド・セミナー「アフリカ
で活躍する医療従事者のネットワーク作り」を開催した。その後 TICAD7までこのセミナーをベースに
した勉強会を継続、2017年には内閣官房に「アフリカ健康構想」を立ち上げるべきと進言し、その結
果 2019年に「アフリカ健康構想に向けた基本方針」が発表された。 

並行して、タンザニアのドドマ大学医学部と MOUを結び、外務省と共に医療機器の導入を進めてい
る。また会員企業の一般財団法人臨床工学国際推進財団の協力を得て、今秋、ドドマ大学にバイオ・メ
ディカル・エンジニア・コースが開講する。ケニアでは、ジョモ・ケニヤッタ農工大学医学部と MOU
を結び、アフリカ開発銀行の支援を受けて、会員企業のジー・キューブとクニエと共にモバイル技術を
活用したケニアでの医療・保健サービスの向上を目指した企画を展開していく。 

その他にも、SOIKやWarranteeなどの会員企業を支援し、また協力して医療分野での活動を活発化し
ている。 

 

３） JICA、徳洲会、アフリカ開発協会で協力、実現したチュニジアでの第三国研修 

アフリカではリウマチ性心疾患がいまだに蔓延しており、多くの若い患者、特に出産適齢期の女性が心
不全に苦しんでいる。そのうち 6割が僧帽弁狭窄症の患者で、経皮経静脈的僧帽弁交連切開術(PTMC)

が最良の解決策（治療法）とされている。この方法は、体への
負担が少ないため妊婦にも使えるし、患者は翌日には歩いて退
院できる。この PTMCに使うカテーテルが、日本で開発され、
東レ株式会社で製造されて、東レ・メディカルが販売・輸出し
ているイノウエバルーンである。 

アフリカ開発協会は東レ・メディカルと共にイノウエバルーン
とその技術をアフリカ全土に広めるべく、TICAD8ではチュニ
ジアをハブに、JICAの支援のもと、12ヵ国 14人の医師を招聘
してワークショップを開催した。好評を得てチュニジアと日本
両政府がこの活動を継続していくことを後押しし、2025年度
から 27年度まで毎年、JICA主催第三国研修「アフリカ諸国の
ための心臓学・循環器学」がチュニジアで開催されることにな
った。イノウエバルーンだけでなく、将来的には心臓学・循環
器学に必要な日本の知識と技術をアフリカの国々に移転するこ
とを目的としている。 

第三国研修の第一回目は、2025年 7月に 7ヶ国から 13人の
医師を招聘して、徳洲会グループ湘南鎌倉総合病院の齋藤滋先
生の指導により開催された。第一回目を終えて齋藤先生から
は、狭心症や心筋梗塞などの動脈硬化性心疾患が爆発的にアフ
リカで増加すると見込まれる中、PTMCの有効性は認めながら
もカテーテル手技を行える医師を育てることの難しさが指摘さ

れた。第三国研修を毎回発展させて、講義と実技を交えながら人材育成をしていくことが今後の日本の
アフリカ医療支援のカギになる。 

 

＊2025年第三国研修の様子は以下の映像で（JICA提供）。 

https://www.youtube.com/watch?v=bd9_H-b3rv8 
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【未来を育む：国際協力をとおしての学校給食推進に日本が果たす役割を考える 】 

8 月 22 日（金）10:00-11:30 展示ホール D S-06 

教育のためのグローバルパートナーシップ(GPE)主催、アフリカ開発協会共催 

 

プログラム 

       司会：広島大学教育開発国際協力センター 日下部達哉教授 

開会の挨拶（矢野哲朗会長） 

 ご挨拶（あべ俊子文部科学大臣） 

 ご挨拶（山本順三参議院議員） 

 Special Presentation（ケニア共和国大統領夫人 H.E. Ms. Rachel Ruto） 

 基調講演:Global Perspective on School Nutrition（Charles North GPE副 CEO） 

 Fire-side Chat – アフリカからの声 

  Mr. Manos Antoninis, Director, GEM Report UNESCO 

  リベリア教育大臣 H.E. Dr. Jarso Maley Jallah 

  ガーナ教育大臣 H.E. Dr. Haruna Iddrisu（映像） 

 Lightning Presentation 

  文部科学省 初等中等教育局健康教育・食育課 齊藤るみ学校給食調査官 

  独立行政法人国際協力機構（JICA）人間開発部 森下拓道部長 

  株式会社ユーグレナ 出雲充代表取締役社長 

  味の素ファンデーション 本多正史ガーナ事務所所長 

 Aligning Financing and Expertise for Scale & Quality 

  外務省国際協力局 今西靖治参事官 

 質疑応答 
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GPEは世界銀行のもとに作られた基礎教育のため
の国際協力機関で、途上国が基礎教育を充実させ
るための資金を集め、教育システム構築などの手
助けをする仕組みを提供する基金である。アフリ
カ開発協会では、GPEボードメンバーの議長キク
ウェテ元タンザニア大統領閣下からの依頼で、
2024年初夏から GPEの日本での活動を支援して
いる。 

TICAD9では、学校給食に焦点をあてて様々な立
場の方々からお話を伺った。 

アフリカの飢餓と健康不良は、今も何百万人の子
どもたちにとって学習障壁になっている。それを
学校給食で補い、学習効果向上、登校率の改善、
ひいては不平等の是正につなげていく必要がある。100年以上前に始まった日本の学校給食制度には学
ぶところが多く、文部科学省や JICAをとおしてガーナやマダガスカルなど多くの途上国で参考にされ
実践されている。GPEのような多国間プラットフォームと連携することで、このような日本の個の活動
が益々影響力を強めることだろう。 

尚、ケニア大統領夫人はご自身の活動の映像を披露し、学校で給食を提供するだけでなくその材料とな
る野菜を学校で育て、また児童が各家庭でも野菜を育てるよう支援していることを紹介した。そして、
このような活動は慈善ではなく将来への投資なのだということを強調した。リベリアの教育大臣から
は、給食の有り無しが子どもたちの就学率に影響することが指摘され、ここでも地域で食料を調達する
動きがあり、その結果女性をエンパワーし子どもたちを健康且つ勤勉にしていると紹介があった。日本
のことわざ「ちりも積もれば山となる」にあるように、小さな努力が大きな変革を生み出すと力強く語
った。 

GPEは来年増資会合を予定している。前回 5年前の増資会合の際には、日本政府は G7の中でも最下
位、しかもかなり少ない支援を約束しただけであった。人口減少が激しい日本は、アフリカの人々の助
けが必ず必要になる。その時に後悔しないように、今、アフリカの子どもたちの教育に力を入れるべき
だ。それは慈善ではなく、将来への投資なのだから。 
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TICAD9公式テーマ別イベント 展示主催・共催 

【一般社団法人アフリカ開発協会】 

8 月 20 日（水）－22 日（金） 展示ホール D B-42 

アフリカ開発協会主催、徳洲会グループ、ジー・キューブ、
SOIK、Warrantee 共催 

 

アフリカ諸国でも感染症だけでなく、日本と同じように非感染
症疾患が大きな課題になっている。自分の体の状態を常に把握
し、適切な食事を摂り、適度な運動をすれば、非感染症疾患の
予防に役立つ。また、質の高い医療サービスを手ごろな値段で
受けられる仕組みを作ることも重要だ。そんな視点で、日本が
持つ技術、知識、手法がアフリカの医療を下支えするヒントに
なるのではないかと、会員企業から 4社を紹介した。病院経営
はさることながらアフリカでの支援活動も盛んな徳洲会グルー
プ、医療機器や医療システムを製造しているジー・キューブと
SOIK、医療財政・保険の分野で活動を始めているWarrantee
の 4社である。 

8月 21日に開催された前述のセミナーの後には、特にブースを
訪ねる人が多く、各社ともそれぞれの製品やコンセプトを伝え
る機会に恵まれた。 

 

 

展示ポスター 
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【日本ジブチ友好協会】 

8 月 20 日（水）－22 日（金）         
展示ホール D B-52 

日本ジブチ友好協会主催、アフリカ開発協会共催 

 

アフリカ開発協会の理事の多くが、日本ジブチ友
好協会の役員を務めている（新井辰夫会長、矢野
哲朗顧問、渡邉一浩理事、有山聡事務局長）。今
回の展示は、「アフリカの角・ジブチとの共創に
向けて」というテーマで、会員企業のジブチでの
活動やジブチにミッションを送ったときの状況な
どを紹介した。 

期間中には、ジブチの外務大臣も見学に訪れた。 

 

TICAD9公式テーマ別イベント 後援 

【TICAD GAMES 2025 国際剣道大会】 

8 月 22 日（金） 横浜武道館 9:30-17:00 

チュニジア日本友好協会主催、横浜市剣道連盟主管、アフリカ開発協
会ほか後援 

 

TICAD8の時にチュニジアで始まった TICAD GAMESは、TICADプロ
セスが人を育て磨くことを重視しているのを踏まえ、日本人が大切に
する礼節や相互尊重を伝えながら国際交流を深め、結果としてより良
いアフリカ、より良い世界を作る事を目的としている。今回は、剣道
をその手段として、日本、チュニジア、コンゴ共和国、南アフリカ、
フランス、イギリス、ベルギー、マレーシア、タイから多くの選手が
集まった。大会会長は、サラ・ハンナシ元駐日チュニジア大使。 

大会後のレセプションでは、人材育成のこの側面を今後どのように伝
えていくかなど、盛んに意見が交わされた。 
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TICAD9 要人との意見交換 

 

 

モーリタニア大統領 

ケニア大統領夫人 

アンゴラ大統領 

マヤキ AU食料 

システム特使 

ボツワナ副大統領兼財務大臣 

ガーナ外務大臣、ガーナ大使 
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  チュニジア首相 

モザンビーク大統領 

南アフリカ大統領 

カメルーン経済計画国土整備大臣 
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MOU署名式出席 

8 月 21 日（木）17:30 

ジー・キューブ、チュニジア・パスツール研究所  

 

アフリカ開発協会では会員企業のアフリカ進出を多く支援してきているが、TICAD8の時に JV、
NIPPOMEDをチュニジアに設立したジー・キューブが、この度、新たにチュニジアのパスツール研究
所と抗体及びワクチンなどの生産に関する共同研究開発に向けた MOUを締結した。2度の TICADを経
てジー・キューブの活動フェーズが進んでいると感じる一幕であった。 

  

ガンビア副大統領 

ジブチ外務・国際協力大臣 
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参考資料 

内閣官房作成資料から 

（URL: https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/torikumi/health_africa_250620.html） 

 

  

https://urldefense.com/v3/__https:/www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/torikumi/health_africa_250620.html__;!!N8Xdb1VRTUMlZeI!lj-FGCkNWrPg04DbXjevKHVvNEqbzRueBD8fGfOAYofi9mtSYb0cwiaO2bLCdgAQ4yYcABtWVdzr3wZG6YLqcYh5LicUzpQQ-qkx$
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TICAD9パートナー事業 主催、共催 

【ラウンドテーブル：アフリカの教育改革における日本の役割】 

2024 年 8 月 27 日（火） 参議院議員会館 

アフリカ開発協会、GPE 共催  

アフリカ連合の Year of Education にあたり、日本・アフリカ間の教育協力について在京アフリカ大
使と現状共有し、TICAD 9に向け国際教育協力に関する各国の意見を集約した。 

 

【ザンビア独立 60周年記念プログラム ザンビアを語る ザンビアの保健事
情と日本の支援】 

2024 年 11 月 21 日（木） 帝京大学 

アフリカ開発協会、帝京大学、特定非営利活動法人ロシナンテス共催  

ザンビアの保健分野を中心としたセミナー及びパネルディスカッションで構成されるイベント。ザンビ
ア独立 60周年を記念し、「これからのザンビア医療への日本の支援」について、様々な立場から話し
合った。 

 

【Study Session for the Future of Sudanスーダンの未来を考える】 

2025 年 2 月 27 日（木） 駐日スーダン共和国大使館 

アフリカ開発協会主催、駐日スーダン共和国大使館共催  

いまのスーダンを知り、将来紛争が収まったときに何ができるかを考える勉強会。スーダンで医療活動
を続ける日本人医師等の話を聞いた。 

 

【テクノロジーと教育に関するラウンドテーブル「日本の tech4edはアフリ
カの教育システムを変革できるか？」】 

2025 年 3 月 13 日（木） 参議院議員会館 

アフリカ開発協会、GPE 共催  

GPE議長キクウェテ元タンザニア大統領を招聘。教育分野でのテクノロジーについて、日本が提供でき
ること、パートナー国が直面している課題を検証し話し合った。 


